
診断 書 記 載 ガ イ ドラ イ ン

氏名 男・ 女

生年 月 日 M ・ T ・ S ・ H 年 月 日生 （ 歳 ）

住所

ガイ ドラ イ ン

○ 生 年 月 日は ， 西暦 で記 載 して も よ い。

医学的診 断

診断名

所見 （規病歴，現在症，重症度 ，現在の精神状態と関連する既往症・ 合併症など）

備考 （診断が未確定のときの今後の見通 し，必要な検査など）

ガイ ドラ イ ン

〈診 断名〉

○ 病 名についての診断 を記載す る。鑑定で求 め られる程度 の検 査・診 察 を行 った上で の確 定診

断で ある必 要はないが，病院で通常 に行われ る程度の診察 によってな され る診断で ある必 要が

あ る。 成 年 後 見 の開 始 に 当 た っ て は ，何 らか の精 神 上 の 障 害 が あ る こ と を要 す る の で ，病 名 に

ついて の確定 診断が得 られな い場合 には，状態像 について の診断 又は病名 につ いて の最 も可能

性 の高 い診 断 名 （病 名につ いて は，「～の疑い」 とい う形で もよい。）が 求 め られ る。

〈所見欄〉

○ 現病歴 ，現在症，重症度 ，現在 の精神状態 と関連す る既往歴・ 合併症な どにつ いて，診 断を

導 く根拠 と考 え られ る症 状の要点 を簡潔 に記載す る。発症 の時期，経 過 につ いて も概要 を記載

す るほか ，現病歴，既往 の疾患の うち，現在の精 神の状 態 に影 響 を与 える ものが ある場 合には，

必 要 に応 じて この欄 に記 載 す る。

○ 精神医学 的診 断に必 要な検 査 につ いて は，実施 した検査 の名称及び結果 を記載す る。入 院先

の検 査 結 果 な どで利 用 で き る もの につ いて は，そ れ を用 いて もよ い（そ の場合 には，検 査 を実施 し

た場所，検査 日時 について も記載す る。）。

身体の状態 につ いて の検査 として は，①理学 的検査 ，② 臨床検 査 （尿，血液）な どが考 え られ

るが，必要 な もののみにつ いて行 い，そ の結果 を記載すれ ば足 りる。③脳波検査 ，④ C T 等 も こ

れ に 当た るが ，本 人 の症 状 に照 らして ， 必 要 な もの の み につ いて 行 え ば 足 りる 。

知能検査，心理学 的検 査 につ いて は・ ① W A IS －R テス ト（IQ テス ト），② 田中ギネ一式知能検

査，③ 長谷川式簡易知能評価 スケール改訂版 （H D S－R ），④柄 澤式老人知能 の判定基準な どが考

え られ るが ， 必 要 な も の の み につ いて 行 え ば足 りる 。

く備考欄〉

○ 診断が未確定 の時 の今 後の見通 し，必要 な検査な どを記載す る。 この診断書 を作成す るため

受診 した場合 はそ の旨記載 し，従前 か ら診察 を していた場合 は， どの ような経緯・ 目的で診療

を受 けて いた のか を簡潔 に記載する。

．－8 －



3 判 断能 力判定 につ いて の意見 （下記のいずれかをチ ェックす るか ，（意見）欄 に記載す る）

□ 自己の財 産 を管 理 ・ 処分 す る こ とがで きな い

□ 自己の財 産 を管 理 ・処 分 す る には，常 に援助 が 必要 で あ る。

□ 自己の財 産 を管 理・ 処 分 す る には，援 助が 必要 な場 合 が あ る。

□ 自己の財 産 を単 独 で 管理 ・処 分す る こ とがで きる。

（意見）

判定の根拠（検査所見・説明）

備 考 （本人以外の情報提供者など）

ガイ ドラ イ ン

く判断能力判定〉

○ 裁判所 が本人の判 断能 力について判 断す るための参考 とな る意 見 を記載す る。4項 目のいずれ

か を チ ェ ッ クす る こ と もで き る し，そ の記 載 を参 考 に ，個 々 の事 案 に応 じ た適 宜 の意 見 を記 載

す る こ と もで き る。

「 自己 の財 産 を 管 理・処 分 す る こ とが で き な い」 とは ， 日常 的 に 必 要 な 買 い物 も 自分 で はで き

ず ，誰 か に代 わ っ て や って も らう必 要 が あ る と い う程 度（後見 に相 当す る。），「自己 の財 産 を管 理 ・

処分す るには常 に援助が 必要である」とは， 日常の買 い物 程度 は単独でで きるが，重要な財産

行 為 （不動産・ 自動車 の売 り買いや 自宅 の増改築，金銭の貸 し借 り等）は ， 自分 で は で き な い と い う

程度 （保佐に相当する。），「自己の財産 を管理・処分す る には，援助 が必要 な場合が ある」とは，

重 要 な財 産 行 為 （不 動産・ 自動車の売 り買いや 自宅の増改築 ，金銭 の貸 し借 り等） につ いて ， 自分 で

で き る か も しれ な いが ， で き るか どう か危 ぐが あ る （本 人の利益のた めには，誰か に代わ ってやっ

て も らった方 がよ い） と い う程 度 （補助 に相 当す る。）で あ る （「診断書 作成 の手 引」第 1 の 4 な い し 7 ，

p．2 ～ 4 参照）。

後見・保佐の 申立 てにお いて は，本 人の精神 の状況 につ いて原則 として鑑定 をす る ことにな

る ので ， 申立 て に 当 た っ て 提 出 され る診 断書 は ， いわ ば 手 掛 か りの役 目を果 た す に と どま る も

ので あ る。 そ こで ，そ の 場 合 には ，必 ず しも この ガイ ドライ ン に よ らな い 記載 をす る こ とで も

足 りる。また，任意後 見の 申立てにお いては，本 人の判 断能 力が不十分な状態 （著 しく不十分又

は判断能 力を欠 く場合 を含 む。）で あ る こ とが分 かれ ば ，そ の うち の ど の程 度 に 当 た るか ま で判 断

す る必 要 が な い た め ， そ の よ うな 観 点 か ら意 見 を記 載 す る こ とで 足 りる。 な お ， いず れ の場 合

にお いて も，本 人の判断能 力の具体的な程度が明 らか であれば事 後 の手続 の円滑な進行 に役 立

つため，判断能力 の具体 的な程度 を判 断する ことがで きる場合 には，それ につ いて も記載す る

こ とが 望 まれ る （「診 断書 作成の手引」第 2 の 2，p ．5 ～ 6 参照）。

〈判定の根拠〉

○ 判断能力判定 に必要な検査 の所見及 び判定 を導 いた理 由の要点 を記載す る。

知能検 査，心理学 的検 査 は，判 断能 力判定 の必要 に応 じて実施すれ ば足 りる。検査 を実施 し

た場合，実施 した検 査 の名称及 び結果 を記載す る。入院先 の検査 結果な どで利用で きる ものに

つ い て は ，そ れ を用 い て も よ い（そ の場 合には，検査 を実施 した場所 ，検査 日時につ いて も記載す る。）。

説明につ いて は，現 在の精神の状態等（検査の所見も含む。）か ら診断結果 を導 いた理 由の要点

につ いて簡潔 に記載 する。精神 医学 的診断は明 らかで あ って も，原則 として判断能力 の判定 に

ついて説明 を要す る。

く備考欄〉

○ 前提 事 実 につ いて の情 報 源 （説明 した者の本人 との関係 及び名前等）そ の他 の事 項 の う ち，裁 判

所 の判 断に当た って参考 とな ることが あれば記載す る。
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